
今朝の全校集会で、昨年行

われた第５５回読書感想文コ

ンクールの入賞作品を紹介し

ました。小学校は低・中・高

学年に分かれ、中学校・高等

学校と全部で５つの部門で審

査されます。今日はその最優

秀に選ばれた作品の中から、

小学校３年生が書いた「ぼく

にできること」という題の感

想文を読んで聞かせました。

作者は「地球温暖化、しず

みゆく楽園ツバル：あなたの

たいせつなものはなんですか？」

という本を読み、自分とツバ

ルの子ども達を、生活や考え

方の違いに目を向けながら感

想をまとめています。

最優秀に選ばれた作品です

から、大変素晴らしいのは当

然ですが、こうした作品は読

んだ人に何か訴えるものを持っ

ていると改めて感じました。

それは子ども達の聞く姿勢か

らも分かりました。全校集会

で話をする時、子ども達はい

つもきちんと聞いています。

今日感想文を読んでいる時に

は、いつも以上に子ども達の

目が真剣だったように感じま

した。作者の思いに共感する

部文がたくさんあったからで

はないかと思います。

感想文を書くということは

本当に難しいものですが、最

近強く感じることは、書く力

についても「二極化」が進ん

でいるのではないかというこ

とです。いくら指導しても説

明しても、感想文に全くなら

ない場合が多くなってきたの

です。

作文の中でも感想文は特に

難しいものです。感想文が書

けるということは「書く力」

を十分につけていると言って

も良いと思います。ではどう

やってその力をつけるかとい

うことですが、書くことを繰

り返さない限り「書く力」は

つきません。これは当然のこ

とですが大変重要です。そし

て、良い作文にたくさん触れ

るということも大切です。良

いものに触れその良さが分か

れば、自分の作文にも生かす

ことができるのです。いわゆ

る真似るということですが、

この方法はとてもすぐれたも

のです。単なる真似に終わら

ず、必ずその人らしさが出せ

るようになるからです。

書く指導は大変時間がかか

ります。だからこそおろそか

にしてはならないと、子ども

達が聞いている姿を見て強く

感じました。
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みんなのために図書整理

３週間後には夏休みに入り

ます。長い夏休みの間に、読

書感想文にも挑戦してほしい

と思います。

こちらではなかなか手に入

りませんが、今年度の「課題

図書」を紹介します。素晴ら

しいものばかりですから、チャ

ンスがあれば、ぜひ読んでみ

てほしいと思います。

○低学年

・ミリーのすてきなぼうし

・とっておきの詩

・むねとんとん

・いじわるなないしょオバケ!

○中学年

・こぶとりたろう

・点子ちゃん

・ともだちのしるしだよ

・やんちゃ子グマがやってき

た！森からのメッセージ

○高学年

・すみ鬼にげた

・建具職人の千太郎

・リキシャ★ガール

・海は生きている

○中学部

・明日につづくリズム

・ビーバー族のしるし

・奇跡のプレイボール

－元兵士達の日米野球－ブックカバーを作っています

2010年読書感想文コンクール｢課題図書｣の紹介



父の日に父親の役割につい

て書きましたが、全く同じよ

うな内容を京都大学霊長類研

究所教授の正高信男氏が書か

れています。昨年の校長室便

りでも同じ文を引用させても

らっています。繰り返しにな

りますが、重要な指摘だと思

い改めて掲載させていただき

ます。

“二人目の母親”になった

現代の父親たち

ニホンザルの一生は、基本

的には「家の中」で営まれ、

未知の社会へ踏み出す必要性

はないに等しいのです。とこ

ろが人間社会では、「家の外」

に出なければならない時が必

ず訪れます。外の世界には、

家の中には存在しなかった矛

盾や軋轢が溢れ、様々な壁も

立ちはだかりますが、子ども

はそこに自分一人で乗り出し

て行かなくてはなりません。

その後押しをしてやること、

つまり「社会化」を促すのが

「父性」であり、父親の任務

だと私は考えています。

対して母性というのは、子

どもに「情緒的な安定基地」

を与える役目を担います。幼

い子どもを取り巻く世界には、

たくさんの危険が待ち構えて

いるわけですが、「基地」に

戻ってくると、少なくとも気

持ちが安定する。子どもが愛

着を形成する対象が母性であ

るのはそのためで、ニホンザ

ルの場合は母性しかないとい

うことです。

人間の子どもには母性と父

性が必要で、安定基地と出撃

基地といった二つの相反する

影響力をバランス良く与えて

いかないと、一人の自立した

人間にはなりにくい。子ども

の養育は、二つの違う役割を

演じる存在によって可能とな

るのです。しかし、父性と父

親、母性と母親というのは決

して同一ではありません。母

親であっても、両方を兼ね備

えている人もいるでしょう。

かつての父親は、自分の働

く姿などを見せることによっ

て、子どもの成長を促してき

た側面があるのは確かですが、

父性の供給源は、むしろ父親

よりも周囲の大人にありまし

た。一緒に暮らす祖父母や、

近所のおばさんなど、子ども

の周りには常に褒めたり叱っ

たりしてくれる大人が大勢い

て、そこでの関わりが子ども

の社会性を育む役割を果たし

ていました。子育ては両親だ

けのものではなく、「地縁」

の力によっても支えられてい

たのです。

地縁に期待できない現代の

父親は、子どもの方を向いて

積極的に父性を背負っていか

なければならないにも関わら

ず、大半の父親は、働いてい

る姿を子どもに見せようがあ

りません。

過去に、父子関係について

調査を行ったところ、父親達

が子育てに費やす時間は多く

なっていましたが、その中身

は「家事を手伝う・子どもと

一緒にゲームを楽しむ・参観

日に参加する」というもので

した。ここで言う“子育てに

熱心”は、母親の補助的役割

を担う“二人目の母親”とし

ての育児参加なのです。

どうやら多くの父親は、も

う一人の母親的存在になって

しまっているようです。本来、

社会で生きていくためにのルー

ルや困難に立ち向かう力を子

どもに示すべき父性が、地域

からも家庭からも喪失してし

まっているわけです。

外の世界で簡単に挫折した

り引きこもったりせず、堂々

と立ち向かえるようにするた

めに、私達大人は心して子ど

も達に接していかねばならな

いと思います。
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一生懸命聞くことも大切な学習

発表の場は貴重な機会



日本にいた時、解剖学者の

養老孟司さんの講演を聴いた

のがきっかけですっかり養老

さんにはまってしまい、それ

からちょくちょく養老さんが

書かれた本を読むようになり

ました。脳科学の視点から興

味深い指摘をたくさんされて

いるのですが、その中で「真

の格差は今後、子どもの脳の

発達にこそ現れる」と指摘さ

れていたところがずっと忘れ

られずにいます。

自然との関わり・遊びの内

容や質によって、脳の発達に

大きな格差が生まれてしまう

のだそうです。具体的には、

子どもの発達には「外遊び」

が欠かせず、しかも、その外

遊びはコンクリートの地面よ

り、田んぼや山など変化に富

む地面のほうがいいのだそう

です。

人間の脳にとって、外から

の刺激はとても重要で、素足

を通して受ける大地の感触に

よって、また、外に出て体を

動かして遊ぶことによって、

「ものには違いがある」とい

うことを学ぶことができるの

だそうです。この「違いがあ

る」ということが認識できな

いと、勉強はもちろん状況に

応じて体をコントロールする

こともうまくできなくなるよ

うです。

もっと大変だと思ったのは、

「親にそういう知識・意識・

意欲があるかないかで、子ど

もの脳の発達に重大な格差が

生まれる」というのです。

確かに私たちが子どもの頃

の遊びは、どっぷりと自然の

中に浸った遊びがほとんどで

した。山の中を走り回り木に

登り、川や海では素足になっ

て魚を追い回し、毎日泥だら

けでした。こんなふうに自然

の中で自分の体を自分の力で

動かし、その都度、外界の見

え方が変わってくるという経

験がなければ、言葉そのもの

もできなくなると言われてい

るのです。

遊びの重要性については何

度も触れていますが、思うよ

うに遊べない国で子ども達は

生活しています。だからこそ

いろいろな働きかけをしてい

かなければならないと考えて

います。

「自然の中で素足になって」

は無理ですが、できるだけ小

さい時から回転感覚と逆さ感

覚を身に付けさせておくこと

は、子ども達の脳に刺激を与

える意味でも大変重要なこと

ではないかと考えています。

週１時間の校舎内の体育では、

こういうことも意識して取り

組んでいきます。
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みんな上手にブリッジができます

逆さ感覚を養う背支持倒立

学校の周辺は毎日のように

工事があり、しかも風当たり

が強い場所なので砂ぼこりが

とても気になります。

そんな学校を毎朝アシュラ

フさんが掃除してくれます。

早朝から１時間以上かけて、

本当に良くやってくれていま

す。玄関・玄関ホール・運動

スペースといつもきれいにモッ

プがけをしてくれるのです。

それでも風の強い日には、午

後になると校舎内の床はすぐ

に白っぽくなってきます。

全校で行う運動スペースの

掃除は、週に１回しかできま

せん。アシュラフさんのおか

げで気持ちよく遊ぶことがで

きるのです。見えないところ

で支えてくれる人への感謝を

忘れずにいたいと思います。

アシュラフさん
毎日ありがとう！

毎朝ていねいに拭いてくれます



昨日のサッカー・ワールド

カップ「日本対パラグアイ」

の一戦は、手に汗握るという

表現がぴったりの大変素晴ら

しい試合でした。日本国内は

もちろん盛り上がったでしょ

うが、私達海外で生活する日

本人にとっては「日本」とい

う国と、自分が「日本人」で

あるということをより強く意

識する時間にもなったのでは

ないでしょうか。

戦っている選手達が映る画

面を見ながら、日本のサッカー

もずいぶんレベルアップした

ことを感じました。私が子ど

もの頃、イングランドのリー

グ戦を時々テレビで見ること

ができました。その技術の高

さに感動しながら、食い入る

ように見ていた記憶がありま

す。国際試合では１９６８年

のメキシコ・オリンピックで、

釜本選手の活躍で３位になっ

たことが大きなニュースにな

りましたが、それ以外ではあ

まりぱっとしない時代が長く

続いたように思います。

ワールドカップでも、１次

リーグ突破が大きな壁であっ

たことを思うと、今回は予選

から本当に素晴らしい試合の

連続だったと思います。

私はサッカーに詳しいわけ

ではありませんが、どんなス

ポーツも見るのは大好きです。

特に日の丸をつけた日本の選

手が戦っているのを見ると、

応援せずにはいられなくなり

ます。おそらくみんな同じで

はないでしょうか。それが日

本人だということなのだと思

います。

海外で生活すると、日本に

いる時以上に日本を意識する

ようになります。自分が日本

人だということもたびたび考

えさせられます。このことは、

前回ドーハで３年間を過ごし

て、私にとっては大変貴重な

経験となりました。そして今

回も、前回以上にそのことを

強く感じています。

先日日本国大使館を訪問し

た際、北爪大使から子ども達

に「みなさんも日本を代表し

ています。」というお話があ

りました。確かにそうなので

す。日本を離れて生活する者

は、ある意味みんな日本を代

表しているのです。私はそう

いう考え方がとても大切だと

思っています。

昨日のパラグアイ戦は、多

くの日本人に感動を与えた試

合ではないかと思います。勝

敗は時の運、選手達は本当に

素晴らしかったと思います。

日本を離れているからこそ、

選手達の活躍がより嬉しく、

また頼もしく映りました。

「よくやった、日本!!」心か

ら拍手を贈ります。

第５２号 校長室便り 平成２２年６月３０日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

北爪大使御夫妻の話を聞いています

毎日掲げている日の丸

先週のオリックスで案内い

たしましたが、明日は今年度

第１回目の「水泳記録会」で

す。午後２時から３時まで、

通常の水泳授業の時間を使っ

て行います。

ドーハ日本人学校では、水

泳授業に力を入れています。

戸外での運動ができない期間

が長いこの国では、水泳は大

変有効な運動です。それぞれ

の力やレベルにあわせた、効

果的な全身運動ができるから

です。

子ども達の頑張りをぜひご

覧になってください。

明日は ｢第１回水泳記録会｣
みんなどれだけ伸びたかな?

力強いバタ足の練習


